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大学入試の選択科目としての教科「情報」
―その導入から休止までのプロセス―











































































































































































































































































答結果は，「情報 A」が７９校（８２％），「情報 B」が１６校（１７％），「情報 C」
が９校（９％），「その他」が７校（７％）となっていた（回答校数９６校，
情報 Aのみ １０３校 （７１．０％）
情報 Bのみ １３校 （９．０％）
情報 Cのみ １２校 （８．３％）
情報 A，B ５校 （３．４％）
情報 A，C ３校 （２．１％）
情報 B，C ７校 （４．８％）
情報 A，B，C ２校 （１．４％）
配当年次 情報 A 情報 B 情報 C
１年次 ５９ １１ ４
２年次 １８ ４ ２
１，２年次 ２１ ０ ０
３年次 ８ １１ １６
２，３年次 ６ １ ２
１，２，３年次 １ ０ ０





























































































































































































































































千歳科技大学 光科学部 情報 C 選択，記述
筑波学院大学 情報メディア学科 情報 A 選択，記述











情 報 A，情 報 B
および情報 C
選択，記述









































































































































































科目名 標準単位 科目名 標準単位
情報 A ２単位
情報 B ２単位 情報の科学 ２単位
情報 C ２単位 社会と情報 ２単位
表５ 新学習指導要領における共通教科「情報」の科目編成の変化
教科「情報」が今後高校の必修科目としてうまく定着し，ひいては入試
の選択科目として多くの受験生を獲得するためには，こうした学会や産業
界からの働きかけによって，高校関係者の意識を改革していくことが重要
であると考えられる。
５．２ 普通教科「情報」から共通教科「情報」へ
平成２１年度をもって，本学では「情報」入試を休止したわけだが，完全
に中止したわけではない。今後，教科「情報」を取り巻く状況が変化すれ
ば，再開する可能性はある。そこで，ここでは平成２１年に改定され，早け
れば平成２３年度か平成２４年度から施行されると考えられる新学習指導要領
［９］について述べる。
新学習指導要領において，普通教科「情報」は共通教科「情報」への大
転換が行われている。具体的には，現行の普通教科「情報 A」は発展的に
解消し，「情報の科学的な理解」および「情報社会に参画する態度」に関
する内容を重視した科目として「情報の科学」と「社会と情報」が設置さ
れた（表５参照）。そして，「新科目２科目のうちから１科目を選択必履修
する」となっている。
新学習指導要領によると，その目標は，「情報および情報技術を活用す
るための知識と技能を習得させ，情報に関する科学的な見方や考え方を養
うとともに，社会の中で情報および情報技術が果たしている役割や影響を
理解させ，社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育て
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る。」とある。冗長にはなるが，新学習指導要領における教科「情報」の
目標は，以下に示す３つであると考えられる。
・情報および情報技術を活用するための知識と技能の習得
・情報に関する科学的な見方や考え方を養う
・社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度の育成
次に，新しく設置された科目である「情報の科学」と「社会と情報」の
詳細を以下に述べる。
・情報の科学
情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させるとともに，
情報と情報技術を問題の発見と，解決に効果的に活用するための
科学的な考え方を習得させ，情報社会の発展に主体的に寄与する
能力と態度を育てる。
その概要は以下の通りである。
＊コンピュータと情報通信ネットワーク
＊問題解決とコンピュータの活用
＊情報の管理と問題解決
＊情報技術の進展と情報モラル
・社会と情報
情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させ，情報機器
や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集，処理，
表現するとともに効果的にコミュニケーションを行う能力を養い，
情報社会に積極的に参画する態度を育てる。
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その概要は以下の通りである。
＊情報の活用と表現
＊情報通信ネットワークとコミュニケーション
＊情報社会の課題と情報モラル
＊望ましい情報社会の構築
新たに設置されるこの２科目には，「情報活用の実践力」や「情報モラ
ル」に関する内容が共通に含まれている。また，前述の情報教育の目標の
３つの能力・態度をバランスよく身に付けさせる学習内容が各科目に共通
に含まれている。まとめると，この新学習指導要領では，情報活用の実践
力および情報モラルに関する学習内容が共通に，かつより実践的に行なわ
れるように改善が図られていると考えられる。
今後，入試科目として教科「情報」を再開する場合は，科目や授業内容
の変化を精査したうえで行う必要があると考えられる。
６．まとめ
以上，専修大学経営学部入試における教科「情報」導入の目的と背景を
説明し，実施方法と試験問題を紹介し，休止に至るプロセスとその要因に
ついて述べてきた。大学入試の選択科目として「情報」を継続していくに
は，一定数の受験者数を確保することが前提である。そのためには，「情
報」入試を導入する大学が増えることが不可欠であり，生徒の指導にあた
る高校関係者の協力も必要であった。しかし，大学入試に大きな影響力を
持つ大学入試センター試験や国立８大学において，試験科目として検討は
されたものの採用はされず，受験生を増やすことが出来なかった。また，
導入を決めた大学においても，費用対効果の点や，受験生確保が難しいと
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いう点から休止もしくは中止するところが出てきた点も，本学において「情
報」入試の休止を決定した大きな理由である。また，未履修問題等からも
明らかなように，高校関係者も「情報」入試に消極的であることが多いと
いうのも休止に至った要因の１つになったと考えられる。
一方，導入の目的の１つであった，「情報」に強い学生を取るという目
標については，毎年数名ではあるが，この科目を受験した学生の中から合
格者が出ていることから，十分とはいえないが所定の目的を達したと考え
ることが出来る。さらに，広報の点からも，一定の成果があったといって
も過言ではない。以上の点からも，専修大学経営学部の入試に教科「情報」
を導入したことは意義があったといえる。
最後に繰り返しになるが，平成２１年に決定したのはあくまでも「情報」
入試の休止であり，中止ではない。したがって，今後の受験界や教科「情
報」を取り巻く情勢が変われば再開することは大いにありうる話である。
ただしその際は，新学習指導要領に沿った形で実施する必要があり，科目
や授業内容の変化を精査したうえで行う必要があることはいうまでもない
ことである。
注
１教学社が発行している，大学・学部別の大学入試過去問題集
２駿台予備学校系の出版社である駿台文庫が出版する，大学入試問題の過去問題集
３http://www.ipsj.or.jp/12kyoiku/teigen/v81teigen-rev１a.html
４http://www.ipsj.or.jp/03somu/teigen/v84-yousei070424.html
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付録
以下の設問は，平成１８年度専修大学経営学部一般前期入学試験 A方式試験問題の
一部である。紙幅の都合により，印刷イメージは実際の試験問題とは異なっている。
の設問については，著作権の使用許諾が得られなかったので，すべて割愛した。
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